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新型コロナウイルス感染症対応について

総務課・すこやか健康課

１ 町内施設に係る対応について（令和４年８月１日から２２日時点まで）

（１）ふなのえこども園【８月６日 臨時休園】

（２）聖郷放課後児童クラブ【８月１０日 臨時休所】

（３）やばせこども園【８月１２日～１３日 臨時休園】

（４）ことうらこども園【８月１７日～１９日 臨時休園】

日時 内容・対応等

８月 ６日（土）
関係者の陽性判明

午後臨時休園

８月 ７日（日） ＰＣＲ検査を実施し、関係者の陰性を確認

８月 ８日（月） 開園

日時 内容・対応等

８月１０日（水） 関係者の陽性判明

午後臨時休所

８月１１日（祝・木） ＰＣＲ検査を実施し、関係者の陰性を確認

８月１２日（金） 開所

日時 内容・対応等

８月１２日（金）
関係者の陽性判明

午後臨時休園

８月１３日（土）
臨時休園

ＰＣＲ検査を実施し、関係者の陰性確認

８月１５日（月） 開園

日時 内容・対応等

８月１７日（水）
関係者の陽性判明

午後臨時休園

８月１８日（木） 臨時休園

８月１９日（金）
臨時休園

ＰＣＲ検査を実施し、関係者の陰性を確認

８月２０日（土） 開園
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（５）八橋放課後児童クラブ【８月２２日 臨時休所】

（６）船上放課後児童クラブ

（７）各庁舎

庁舎の消毒、接触者のＰＣＲ検査等を実施し、業務を継続

２ 町の対応について

（１）８月１２日（金）、防災行政無線及び新聞折り込みで注意喚起

（２）ホームページで注意喚起

（３）町内こども園、保育園から家庭保育を依頼（８月１６日～２０日）

日時 内容・対応等

８月２０日（土） 関係者の陽性判明

８月２１日（日） ＰＣＲ検査実施、新たな陽性者判明

８月２２日（月）
臨時休所

ＰＣＲ検査実施

日時 内容・対応等

８月 ６日（土） 関係者の陽性判明

８月 ７日（日） ＰＣＲ検査を実施し、関係者の陰性を確認したため、８日は通常開所

日時 内容・対応等

８月 １日（月） 本庁舎勤務職員１名

８月 ９日（火） まなびタウン勤務職員１名

８月１０日（水） 本庁舎勤務職員１名

８月１３日（土） まなびタウン勤務職員１名

８月１５日（月） 本庁舎勤務職員１名

８月１８日（木） 本庁舎勤務職員１名

８月２２日（月） 本庁舎勤務職員１名
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３ ワクチン接種について

（１）新型コロナワクチン接種

・1～4回接種者数等（8月 10 日時点）

※接種率は、集計時点の満１２歳以上人口を分母としている。

（２）２ 小児（5～11 歳）コロナワクチン接種（8月 10 日時点 対象者約 960 人）

・1回目接種 １４３人

・2回目接種 １３２人

（３）今後の予定

オミクロン株に対応した新型コロナワクチン接種を 10 月半ば以降に実施予定。

実施にかかる経費は、９月議会で予算計上予定。

対象者 初回接種（１、２回目）を完了した町民

接種方法 集団接種、個別接種

※対象者、接種間隔等の詳細は国が検討中であり変更の可能性ある。

接種回数 対象年齢 接種人数 接種率

１回目

１２歳以上

１３，６０６人 ８５．４％

２回目 １３，５０７人 ８５．０％

３回目 １０，６９１人 ６８．６％

４回目
６０歳以上、

医療従事者等
３，３８７人 ２２．３％
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赤碕ふれあい広場リニューアル事業について

総務課

１ 現在の状況

７月臨時議会で承認を得た、赤碕ふれあい広場遊具施設外リニューアル工事

の本契約をタカオ（株）と行った。現在は、遊具の制作中。１１月より現地に入

り、既設遊具の撤去を行う予定。

２ 利用者、周辺店舗への周知について

本格的な工事の現場着手に併せて、１１月１日より公園の利用停止を行う予

定としている。園内に掲示を行うほか、広報ことうら１０月号で特集記事を掲載

し、町民への周知を行う。また、周辺店舗の営業に支障をきたさないように、工

事説明会を９月末頃に開催し、周辺店舗との調整を行う。

３ 今後のスケジュール

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5
契約

工事説明会 ○

☆

※リニューアル工事には、現場完成後の書類検査等の期間も含む。

R4年度 R5年度

遊具作成

リニューアル工事

リニューアルオープン

赤碕ふれあい広場リニューアル工事 工程表（予定）

事業内容
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東伯総合公園及び赤碕総合運動公園の改修・運営事業（PFI）に関する説明会

及びワークショップについて

総務課

１ 概要

本事業について、町スポーツ協会への説明会を開催し、これまでの経過や官

民連携事業について説明を行った。（参加者：スポーツ協会会長ほか８名）

２ 日時

令和４年８月４日（土）１９：３０～２０：３０

３ 主な質疑、意見

・主な施設のうち改修方針があるものだけを改修するのか。

→改修方針を出しているものは、老朽化などで必ず改修しなければならない

と町が考えているもの。その他の施設については、事業者の創意工夫によ

り提案があれば改修をすることになる。

・使われていない施設もあるので、有効に活用してもらいたい。

・応募事業者が１者のみで、提案内容が町の満足するものでない場合でも、ス

ケジュールどおり契約をするのか。

→提案内容が町の要求する水準に満たなければ、選定しないことも考えられ

る。また、公募により選定した事業者は、優先交渉権者として契約内容の

擦り合わせを行い、契約することとなる。

・８月２０日のワークショップも中止になった場合は今回のアンケートの結

果をそのまま反映することになるのか。

→８月２０日に開催できない場合は、延期した上で開催することを考えてい

る。参加者にディスカッションをしてもらったうえで、総合公園がどうす

ればより良くなるかを考えてもらいたい。

・今後も意見交換の場を作ってほしい

４ ワークショップ、アンケートについて

７月から８月にかけて３回予定していたワークショップはいずれもコロナ

ウィルスの感染拡大により開催を断念し、９月１０日に延期して開催予定。

ワークショップの代替として実施したアンケートでは２１件の回答があり、

ワークショップでもこれらの意見を活用する。
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ＤＸ推進の取組について

総務課

１ 趣旨

制度や業務執行の在り方を変革するために、ＤＸの方針等を定めるＤＸ推進計画の

策定に着手。また、計画の策定に先行してＤＸを進めている取組についての報告を行

うもの。

２ 実施概要

■ＤＸ推進計画の策定に向けての現状（粕谷 CIO 補佐官同席のもと実施中）

・各課より、策定予定である琴浦町まちづくりビジョンの取組や普段の業務等での

課題、オンライン化を行う行政手続きについて抽出。

・抽出した課題や、今後実施予定の事業等でＤＸを推進すべき点等を整理。

・現在は、各課への聞き取りを実施中で、今後の展開の確認や、課題解決するため

に取入れるべきデジタル技術（サービスやシステム等）を提案していく。

■実施中のＤＸ関連取組について

（１）行政ネットワークリモート接続環境整備

新型コロナウイルス感染対応等の緊急時における業務継続対策や新たな働き

方として、リモート接続環境整備業務を発注済み。

・８月 24 日（水）入札執行、年内の稼働を予定

（２）公共施設予約システム導入

公共施設の利用手続きをオンライン化するためのシステム導入について、公

募型プロポーザルによる調達に向けて準備中。

・９月初旬 調達公告

・10 月下旬 契約予定

・令和５年２月 稼働を予定

（３）基幹業務システム（住基ほか 19 業務）標準化対応

・８月に国が市町村主要 20 業務の標準仕様書を公表予定

・公表された標準仕様を基に現行システムと機能の差異分析に着手予定

３ 今後のスケジュール(案)

・９月 国標準仕様と現行システムとの差異分析着手

・10 月 DX 推進計画概要の作成

・12 月 リモート接続環境の稼働

・２月 公共施設予約システム稼働
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現 段 階

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
策
定
に
つ
い
て

○
制
度
や
業
務
執
行
の
在
り
方
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
な
が
ら
変
革
し
て
い
く
た
め
に
、
理
念
や
実
施
に
向
け
て
の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
の
策
定
を
行
う
。

普
段
の
業
務
で
課
題
点
を
抽
出
（
一
部
抜
粋
）

C
IO
補
佐
官
意
見
等
（
一
部
抜
粋
）

住
民
へ
お
知
ら
せ
が
、
な
か
な
か
行
き
届
い
て
い
な
い
と
実
感
。

メ
ー
ル
で
の
情
報
配
信
は
延
べ
つ
ま
な
く
と
な
り
、
見
ら
れ
な
い
。
幅
広
で
あ
れ
ば

W
e
b
一
択
。
LI
N
E
が
受
取
る
側
の
特
性
に
合
わ
せ
て
配
信
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る
。

⇒
LI
N
E
機
能
配
信
強
化
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
手
続
き
は
、
利
便
性
が
高
ま
る
一
方
、
悩
み
が
軽
度
の
う
ち
か
ら

気
軽
に
相
談
に
乗
れ
る
よ
う
仕
組
み
が
必
要
。

LI
N
E
の
機
能
強
化
と
併
せ
て
、
相
談
機
能
に
対
応
で
き
な
い
か
。
機
能
実
装
の
仕

方
で
個
別
利
用
者
ご
と
の
ト
ー
ク
が
可
能
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の
若
い
世
代
は
行

政
に
対
し
て
相
談
し
に
く
い
の
で
、
接
点
を
L
IN
E
で
と
い
う
の
は
効
果
が
あ
る
。

手
続
き
方
法
が
短
い
動
画
で
配
信
で
き
れ
ば
、
案
内
が
し
や
す
い
と
思
う
が
仕
組
み

が
な
い
。

町
Y
o
u
tu
b
e
ア
カ
ウ
ン
ト
を
有
効
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
動
画
編
集
す
る
人
材
が
属

人
化
す
る
と
後
が
続
か
な
い
の
で
注
意
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続
き
受
付
し
て
も
、
処
分
に
押
印
が
必
要
で
最
後
の
最
後
で
ア
ナ

ロ
グ
処
理
必
要
。

各
県
と
も
取
引
が
あ
る
が
、
福
井
県
は
押
印
省
略
が
進
ん
で
い
る
。
見
積
や
請
求
書

も
押
印
不
要
。
こ
れ
ら
の
押
印
省
略
で
き
れ
ば
、
業
者
・
行
政
双
方
で
効
果
大
。

母
子
保
健
カ
ル
テ
（
台
帳
）
を
紙
で
管
理
し
て
い
る
。
訪
問
先
か
ら
帰
っ
た
あ
と
に

整
理
し
た
り
、
集
計
・
分
析
が
手
間
で
効
率
的
で
な
い
。

デ
ー
タ
で
処
理
し
て
、
空
い
た
時
間
を
相
談
業
務
等
に
振
替
す
る
の
が
、
D
X
。
該

当
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
か
調
査
す
る
。

高
齢
者
の
見
守
り
安
否
確
認
を
Io
T
で
実
現
で
き
れ
ば
、
万
が
一
の
場
合
迅
速
に

対
応
。

高
齢
者
の
見
守
り
は
、
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
用
し
た
も
の
か
ら
、
家
中

に
各
種
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
て
行
う
も
の
も
あ
る
の
で
、
町
が
ど
こ
ま
で
求
め

る
の
か
確
認
必
要
。

課
題
点
・
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
方
向
性
・
取
組
の
展
開
等
の
整
理

・
各
課
へ
の
聴
取
り
実
施
（
８
月
下
旬
～
）
、
取
組
に
つ
い
て
整
理
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
提
案
等

D
X
推
進
計
画
策
定

・
基
本
方
針
、
取
組
内
容
、
各
取
組
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
確
化
。
概
要
版
を
1
0
月
を
目
途
に
作
成

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
取
組
実
施
に
向
け
た
D
X
対
応
を
抽
出

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
取
組
か
ら
、
D
X
対
応
の
取
組
に
つ
い
て
抽
出
。

【
例
】
地
域
交
通
M
a
a
s、
LI
N
E
機
能
強
化
、
住
民
票
交
付
等
書
か
な
い
窓
口
実
現
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
者
拡
大
　
　
e
tc
…

- 7 - 



琴
浦
町

リ
モ
ー
ト
接
続
用
基
盤

（
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
）

IP
リ
ー
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
の
遮
断

リ
モ
ー
ト
接
続
概
要
図

庁
外
環
境

N
W
分
離

既
存
D
C

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線

既
存
端
末
の
活
用
を
図
る
。

（
一
部
新
規
で
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）

画
面
転
送
に
よ
る
こ
と
。

（
操
作
先
は
内
部
情
報
系
仮
想
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
）暗
号
化
に
よ
る

通
信
を
行
う

証
明
書
及
び
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス

ワ
ー
ド
に
よ
る
多
要
素
認
証
で

接
続
す
る
こ
と
。

リ
モ
ー
ト
接
続
基
盤
は

L
G
W
A
N
回
線
ま
た
は
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
内
直
結
に
て
直
接

L
G
W
A
N
接
続
系
に
通
信
す
る

こ
と
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

基
盤
構
築
し
、
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
の
利
用

○
リ
モ
ー
ト
接
続
用
基
盤
を
利
用
し
て
、
現
在
稼
働
中
の
内
部
情
報
系
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
基
盤
へ
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
を
行
う
。

認
証
・
改
ざ
ん
検
知

に
よ
る
接
続

内
部
情
報
系

仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

内
部
情
報
系
シ
ス
テ
ム

財
務
会
計
・
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
ほ
か

内
部
情
報
系
（
L
G
W
A
N
系
）

L
G
W
A
N

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系

仮
想
基
盤

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ク
ラ
ウ
ド

仮
想
基
盤
の
連
携

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
収
束
後

・
在
宅
勤
務
、
分
散
勤
務
等
、
感
染
症
拡
大
抑
制
・
業
務
継
続
対
策
に
使
用
。

・
各
課
1
台
使
用
可
能
な
接
続
数
を
確
保

・
新
た
な
働
き
方
と
し
て
の
在
宅
勤
務

・
会
議
室
持
ち
込
み
使
用
（
資
料
の
共
有
や
提
示
・
記
録
な
ど
）

・
避
難
所
と
災
害
対
策
本
部
と
の
情
報
共
有
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用

　
（
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
、
資
料
共
有
な
ど
）

・
出
張
や
地
元
説
明
会
等
外
出
先
で
の
使
用
（
電
子
決
裁
、
資
料
確
認
、
記
録
な
ど
）

○
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
暗
号
化
通
信

　
・
電
子
証
明
に
よ
る
改
ざ
ん
検
知

　
・
時
間
限
定
パ
ス
ワ
ー
ド
で
の
認
証

　
・
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
遮
断
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公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入

○
従
来
、
電
話
・
FA
X
・
来
庁
と
紙
で
行
っ
て
い
た
公
共
施
設
の
利
用
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
施
設
予
約
～
利
用
許
可
～
収
納
管
理
ま
で
、
一
連
の
事
務
を
デ
ジ
タ
ル
化
対
応

P
C
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

各
公
共
施
設

○
対
象
施
設
見
込
（
2
3
施
設
）

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
分
庁
舎
多
目
的
ホ
ー
ル

・
各
社
会
体
育
施
設
（
総
合
体
育
館
ほ
か
1
6
施
設
）

・
集
会
施
設
（
白
鳳
館
、
ふ
れ
あ
い
交
流
会
館
会
館
、
中
井
旅
館
、
ポ
ー

ト
赤
碕
情
報
コ
ー
ナ
ー
）

施
設
が
閉
館
し
て
い
て
も
施
設
空
き
状
況
や
利
用
申
込
み
が
可
能

P
C
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
介
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続
き
可
能
な
た

め
非
対
面
・
非
接
触
に
よ
る
感
染
症
対
策

来
館
等
の
必
要
が
な
く
な
り
、
事
前
申
請
期
間
（
現
状
5
日
）
の
短
縮
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

コ
ン
ビ
ニ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
多
様
な
支
払
方
法
が
可
能
。

納
付
書
の
発
送
省
略
、
日
時
や
場
所
に
左
右
さ
れ
な
い
料
金
納
付

効
果
等

利
用
手
続
き
は
窓
口
対
応
の
み
、
平
日
8
時
3
0
分
か

ら
1
7
時
1
5
分
ま
で
の
対
応

電
話
に
て
施
設
空
き
状
況
の
確
認
と
予
約
が
必
要

FA
X
に
よ
る
利
用
申
請
あ
っ
た
場
合
は
、
折
り
返
し

確
認
必
要

支
払
方
法
が
納
付
書
の
み
（
発
送
も
要
す
る
）

現
状

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

★
公
告
～
応
募

★
提
案
～
審
査

★
契
約
～
環
境
構
築

○
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

★
稼
働
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令和４年度第１回地方創生推進会議の結果について

企画政策課

１ 概 要

第２期琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略及び地方創生推進交付金事業等の進捗状

況・内容について、地方創生推進会議を開催し、検証を行いました。

２ 内 容

（１）日程

日時：令和４年７月 29 日（金）19：00～20：30

場所：本庁舎防災会議室

（２）会議内容

１．会長・副会長選出

会長：田邉副町長 副会長：馬野商工会会長

２．第２期まち・ひと・くらし創生戦略について

・第２期総合戦略実施状況報告

・令和３年度推進交付金事業実施状況報告

３．その他

・デジタル田園都市国家構想総合戦略について

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業について

●主な意見

・評価について、実績値と評価に違和感がないよう見せ方を工夫した方がよい。

・琴浦町は子育てしやすい町。子育て分野に力を入れてほしい。

・累計数字の内容（就農者・移住者の定着率等）について、分析をした方がよい。

・道の駅「琴の浦」を核とした観光の仕組み作りを考えてみてはどうか（レンタ

ル自転車、展望台設置等）。

・スマート農業について、別の品目でも検討を。新しい戦略・既存品目のブラン

ド化も必要。

３ 今後の予定

令和５年１月頃、第２回会議を開催予定（令和４年事業状況報告及び次年度事業

について等）。
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分野別 組織又は団体名 職名 氏名

産 琴浦町商工会 会長 馬野　慎一郎

琴浦町観光協会 副会長 入江　敏朗

官 鳥取県中部農林局 副局長 丸田　謙一

琴浦町 副町長 田邉　正博

学 ノートルダム清心女子大学 教授 深谷　信介

鳥取大学工学部 准教授 長曽我部　まどか

金 山陰合同銀行東伯支店 支店長 山村　靖

労
全日本自治団体労働組合
鳥取県本部

特別執行委員 澤田　陽子

言 新日本海新聞中部本社 総局長 小谷　和之

地方創生推進会議委員
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第２期琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略に基づく取組みの成果

琴浦町企画政策課

令和２年３月に策定した「第２期琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略」に基づき、地方創生

の実現に向けて取り組みましたので、その２年目（令和３年度）の成果を報告します。

【総括】

○第２期総合戦略で掲げた取組みは、新型コロナウイルスの感染拡大により、一部取り組み

について遅れが見られるものの、概ね順調に進捗しています。

○令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により「観光交流」「関係定着」といっ

た町外又は他者との往来・接触が発生する分野において遅れが見られましたが、令和３年

度は、ウィズコロナ・サウナブームなどの社会の潮流ををうまく活用しＰＲすることで、

前年度に比べ回復傾向にあります。

○また、「子育て教育」「健康活力」「経済産業」の分野については、高齢者関連で新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響が見られるものの、ICT 化の推進、運動習慣の定着等の取り組みに

より概ね順調に進捗しています。

○今後は、新型コロナウイルス感染拡大の影響と併せて、国が推進するデジタル田園都市国

家構想戦略も踏まえた取り組みの強化・見直しを進めていく必要があります。

（１）数値目標の達成状況

基本目標 数値目標 単位 基準値(R1) 実績(R3) 目標値(R6) 備考

子育て
教育

合計特殊出生率
(R1からR5年までの平均値)

人
1.73

（H29実績）
1.53 1.80 

介護を要する期間
(平均寿命－健康寿命)
の短縮 男性0.5年短縮

年
2.1

（R1実績）
2.6 1.6

介護を要する期間
(平均寿命－健康寿命)
の短縮 女性0.5年短縮

年
4.4

（R1実績）
5.6 3.9

町内企業就職者数
(R2～R6年の累計)

人
1,135

（Ｈ27～R1実績）
281 1,135

農林水産業の新規就業者数
(R2～R6の累計)

人
34

（H27～R1実績）
14 30

観光入込客数 人
683,000

（R1実績）
526,725 900,000

観光分野における新規事業等で
の雇用創出数

(R2～R6年度の累計)
人 ー 4 10

人口社会減の人数
(R2～R6年の累計)

人
307人

(H27～R1の累計）
243 200

IJUターン者数の人数 人
703人

(H26～H30の累計）
346 750

健康
活力

増加はマイ
ナス評価

経済
産業

観光
交流

関係
定着
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琴浦町持続的発展計画変更案について

企画政策課

１ パブリックコメントの結果について

（１）概要

・期 間：令和４年７月１５日（金）～８月１日（月）

・周知方法：行政放送、町ホームページおよび各庁舎で公開

（２）結果（8/1 時点）

・意見書提出の状況

・意見内容と対応方針

対応方針：①反映する（一部のみ反映するものも含む） ②既に盛り込み済み

③今後の検討課題 ④対応困難 ⑤その他（意見等）

郵便 ﾌｧｸｼﾐﾘ メール 持参 計

０ ２ １ ４ ７

番

号

項目 応募意見の概要 応募意見に対する町の考え方

1 ６生活環

境の整備

軟質プラスチック収集に

力を入れるのは、好ましいこ

とですが、(過剰包装など不

必要な)プラスチックごみそ

のものを減らすように、国や

企業に働きかけるぐらいの

意気込みがあって欲しい。

プラスチックゴミ減量について

の国や企業への働きかけは今後の

検討課題とします。

③

2 〃 産業廃棄物焼却施設を、設

置するようなことを許可し

ないよう、県に働きかけてい

ただきたい。

地域内での再生可能エネ

ルギーの利用の推進を図る

とともに、風力、太陽光、バ

イオマス、小水力発電等への

新エネルギーの導入を推進

するほうに力を注いでほし

い。

本変更案には個別企業の産業廃

棄物処理事業の内容は含まれてお

りません。

変更案にすでに盛り込んである

とおり、再生可能エネルギーの利用

推進や新エネルギーの導入推進に

力を入れていきます。

⑤

➁

3 〃 4R について、賛成である

が、日本語もつけて表記した

方が、理解されやすいと思

う。

４Rについて、日本語表記の記述

を追加します。

①

4 〃 プラごみの減量について、

町民への啓発がもっと必要

と思う。自治会をもっと有効

に活用したらどうか。改善の

余地がたくさんあると思う。

町民への啓発、自治会の有効活用

については今後の検討課題としま

す。

③

5 〃 「中部圏域には焼却以外

の処理施設がないことも課

題」とあるが、これは何を意

本変更案には個別企業の産業廃

棄物処理事業の内容は含まれてお

りません。

⑤
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味するのか。「最終処分場」

を作るということなのか、あ

るいは、いわゆるプラの「溶

融」施設を作ることなのか。

持続的発展計画にわざわざ

明記されたことが大変気に

なっている。その意図を知り

たい。「最終処分場」も廃プ

ラの「溶融」施設も共に反対

である。

「中部圏域には焼却以外の処理

施設がないことも課題」というのは

あくまでも事実を記載しているだ

けであり特段の意図はありません。

※同趣旨の意見がほかに４件あり。

８ 12 再生可

能エネル

ギーの利

用の促進

(2)その対策ア環境に記載

されている”木質バイオマス

ストーブの導入に対する支

援を行い”とあるが対費用効

果は?一企業の不採算事業に

なぜ血税をつぎ込むのか、完

全に無駄ではないか。この支

援に固執する理由はなんで

すか?

二酸化炭素を必要とする

多くの森林や田畑をかかえ

た本過疎地域に於いてこの

ような無意味な支援をなぜ

一企業にするのか?今再生可

能エネルギーはむしろ故郷

の環境破壊と不安定なエネ

ルギーによるブラックアウ

トや社会インフラの不安定

化をもたらすのは常識。ソー

ラーパネルも有害物質の塊

で将来に問題を残すことが

明らかになっている。この過

疎地で SDGs を高らかに謳う

のではなく化石燃料とのベ

ストミックスを目指すべき

だ。

本変更案には個別企業に対する

支援の内容は含まれておりません。

本計画案に記載されている内容

は、「木質バイオマスストーブ（薪

ストーブ、ペレットストーブ等）」

を購入した「個人」に対する補助を

指しております。

また、木質バイオマスストーブ本

体や、その燃料となる薪やペレット

の取扱業者も複数あることから個

別企業への支援にはあたらないと

考えております。

⑤

９ 〃 ゴミの減量プラスチック

の出し方等について町の方

より住民に啓廃してほしい。

ゴミの減量、プラスチックの出し

方等については啓発を続けていき

ます。

⑤

10 〃 子供や高者が安心して歩

ける歩道をきちんと整備し

て (分庁舎前の道路)

分庁舎前の道路については、「町

道駅前八幡線道路改良工事」とし

て変更案に既に盛り込み済です。

➁

11 ７子育て

環境の確

保、高齢者

等の保健

及び福祉

の向上及

び増進

全国的に少子化が進む中、

本町でも出生数及び妊娠届

出数の減少が目立っている。

貴重な御意見として頂戴します。 ⑤

12 〃 医療費等については 国民

健康保険で被保険者も減少

傾向にありうる。

同上 ⑤
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２ パブリックコメント及び県協議後の主な変更点

（１）基本目標

※地域運営組織について、全地区での立ち上げを目標とするため「９地区」に変更（P.8）

（２）その他の変更点 （ )は計画案のページ

【３ 産業の振興】

・県意見を反映させ、（３）計画の表中２産業の振興（１）基盤整備・農業に下記事業

を追加。（P.18）

【県営】

・農地中間管理機構関連農地整備事業

【県営・団体営】

・農業水路等長寿命化・防災減災事業

【４ 地域における情報化】

・今年度実施する LINE の機能追加について「ソーシャルメディア活用事業」として追

加。（P.22）

【５ 交通施設の整備、交通手段の確保】

・ウ 公共交通に今後見込まれる「駅舎の整備・活用」について追記。（P.26）

【６ 生活環境の整備】

・パブリックコメント意見を反映させ、（１）現況と問題点 ウ廃棄物処理について、

４Ｒの表記に日本語を追加。（P.29）

※その他本文の表現の修正を行った。

指標 目標値 基準値

人口の社会減

【琴浦町】

(現計画：旧赤碕町地域人口)

△400 人以下

5 年（R3～R7 年末）累計

(6,625 人)

△443 人

5 年(H29～R3 年末)累計

(6,802 人)

地区公民館と一体化した新たな地域運

営組織立ち上げ

【琴浦町】

(現計画：旧赤碕町地域)

９地区（R7 年度末）

(４地区)

０地区（R2年度末）

(０地区)

年間観光入込客数

【琴浦町】

(現計画：道の駅２箇所)

90 万人（R7 年末）

(75 万人)

58.1 万人（R2 年末）

(49.7 万人)
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琴浦まちづくりビジョン－第３次琴浦町総合計画－（案）の一部変更について

企画政策課

１ 琴浦まちづくりビジョン案の一部変更

・重点項目のうち、新たな地域運営組織の目標数値を４地区→９地区に変更

・デジタルトランスフォーメーション（DX）に関する町の方針等を追記、変更

●該当箇所（抜粋）

４ 重点項目 ※P19

政策（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ※P33、P34

まちづくりは、町民・企業・行政による一層の連携が求められています。この町に暮らす町民

自身が住み続けたいと思えるまちにするために、町民の声をまちづくりの起点として捉え、町民・

企業・行政が役割と責任を分かち合って、一緒に理想のまちをつくりあげていくことが重要です。

そのためにも、まずは行政から町民へ町の情報、施策、税金の使途などをわかりやすく伝え、

まちづくりに関わる町民、企業などと双方向で情報共有を行います。この町に関わるすべての人

がともに語り合い、ともに考え、ともに動くことができる協働の未来を目指します。

（追記）

また、新型コロナウイルスの感染拡大を契機に働き方や暮らし方、社会が大きく変容しつつあ

る中にあって、行政のデジタル化への対応の遅れが浮き彫りとなりました。町の政策だけでなく

地域社会における仕組みについてもデジタルトランスフォーメーション（DX）※による変革をすす

め、町民がデジタル化による利便性を享受できる未来のまちをつくります。

④ 行政サービスのデジタル化
（変更）

各種申請手続きや公共施設の使用手続きなど窓口事務のオンライン化、キャッシュレス化を

推進し、町民が時間や場所にとらわれる事なく行政手続きが行えるよう、利便性の向上を図りま

す。

また、住民基本台帳や町税、国民健康保険、介護保険などの庁内主要業務について、国が

策定する標準仕様書に準拠したシステムへの対応を行います。あわせて各種事務における執

行手順を見直すことにより、業務の効率化と運用コストの削減につなげます。

これらの取り組みに加え、町民、企業、団体など町に関わる多くの人がデジタル化の利便性を

享受できるよう、AI や ICT 等の先端技術を活用して、産業振興、地域活性化、教育及び生活環

境の充実をすすめます。

④ 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり
町民の声をまちづくりの起点とするための対話の場づくりと SNS による情報発信を充実し、双方向の情報共有

を図ります。町民と行政だけでなく様々な関係者がともに考え、ともに動く協働のまちづくりにつなげます。

地区公民館と一体化した新たな地域運営組織 ９地区（2026） １地区（2021）
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地域おこし協力隊(情報発信専門員)について

企画政策課

１ 趣旨

行政からの情報が町民に効果的に届いていないことが課題となっています。そのた

め、動画や SNS 等を活用し、戦略的に町民に届く情報発信を行い、町民がまちに興味

や関心を持ち、まちづくりへの参画や、まちの活性化につなげることを目的に地域お

こし協力隊を募集し、このたび採用内定者が決定しました。

２ 採用内定者

谷敷 友香(やしき ゆか)

※東京都三鷹市在住 30 歳女性

※配属は企画政策課

３ 活動任期

2022 年 10 月１日～2023 年３月 31 日

※以後、活動状況・実績等により最長３年間（2025 年 9 月 30 日まで）の延長を

予定。

４ 主に従事する業務

①地域に密着した取材

〔主な活動〕

目新しい観光スポットやイベントに限らず、町民にとっての日常や日々のライ

フワークなどに目を向け、地域の実情を取材し、当たり前の良さを再発見・再認

識できるような内容を発信します。

②町民に届く情報発信

〔主な活動〕

行政からの情報発信を行います。各種 SNS(町民向け)を主媒体に情報発信、広

報誌については紙媒体にとどまらず、新たな活用方法を職員と一緒に考えます。

③町民参画型の情報発信

〔主な活動〕

町内に住む中学生や高校生などを巻き込んだ情報発信を企画します。

５ スケジュール

９月下旬 琴浦町へ転入

10 月１日 着任

10 月３日(月) 初出勤
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町ホームページ改修完了について

企画政策課

１ 趣旨

琴浦町の公式 HP について、「欲しい情報がホームページ上のどこかに埋もれてしま

い、なかなか見つけられない」という課題があり、これに対応するため、閲覧者が欲

しい情報をすぐに探し出せるよう、見やすく分かりやすいホームページへの改修を行

いました。

２ 改修箇所（トップページ）

①申請書ダウンロードタブの設置

②新着情報等表示欄の縮小化

③ライフイベントカテゴリーの設置

①

② ③

広く利用されている各種申請書を掲載記事を分野ごとにまと

め、ダウンロードタブを設置した。

トップページに掲載されている新着情報等の表示欄を縮小化

し、新着情報についてはトップページに掲載される記事数を

５件とした。

また、視覚的に文字が多くならないよう、タイトルから課名

の表示をなくし、表示されるタイトルの文字制限を行った。

ライフイベントに応じた記事を探しやすくするため、妊娠・

出産、子育て、入園・入学、就職・退職、結婚・離婚、介護、

おくやみ、引っ越しの８つのカテゴリータブを設置し、それ

ぞれのカテゴリーに関連した記事をまとめた。
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女性模擬議会の開催について

企画政策課

１ 概 要

女性模擬議会は、女性の声を町政に届ける、女性の政治参画の機会を増やす取り組

みとして、琴浦町男女共同参画推進会議が主催されます。昨年度同様、町の課題など

について、一般質問の形式で町民から行政へ問い質します。

また、当日までに研修会を全３回開催し、町民が女性の政治参画について勉強する

機会を設けられます。

２ 日程・場所

（1）女性模擬議会

令和４年 11 月 23 日（水・祝） 10：00～12：00（予定）

まなびタウン４階多目的ホール

（2）研修会

※いずれも時間は 10：00～11：30、場所はまなびタウン３階 第２会議室

３ 参加対象

（1）女性模擬議会

一般質問を行う者は女性に限定します。

※傍聴は性別を問いません。

（2）研修会

性別を問わず、参加者を募集します。

４ 主催団体

琴浦町男女共同参画推進会議（会長：安谷 潔美さん）
やすたに きよ み

会員同士で交流や意見交換を行ったり、町民を対象に啓発活動や研修を開催した

りするなど、町の男女共同参画のために取り組む団体。

日にち 内容

第１回 ８月 20日（土） 参加者による意見交換のワークショップ

第２回 ９月 10日（土）
女性の政治参画について勉強会

（講師：森亜希子八頭町議会議員）

第３回 10 月８日（土）
女性の政治参画について勉強会

（講師：福本まり子町長）
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とっとり琴浦熱中小学校

日時 令和4年8月27日（土）13：00～16：00

場所 まなびタウンとうはく4階多目的ホール

OPEN SCHOOL

オンライン受講も可能

１
時
間
目

黒笹慈幾 先生

高知大学地域協働学部客員教授

演題
人生は幸せ探し旅、
終着駅は自分で決めよう

1950年生まれ。小学館入社。
「三丁目の夕日」「釣りバカ日
誌」「人間交差点」などコミック
のヒット作を生み出す。その後ラ
ピタ、ビーパル、edu編集長をつ
とめる。
「釣りバカ日誌」の主人公ハマ
ちゃんのモデル。2011年高知へ移
住、南国生活技術研究所を設立。

２
時
間
目

種子晋司 先生

株式会社ヘイセイ代表取締役会長

1959年生まれ。大学卒業後、家
業のプロパンガス販売業を引き継
ぎ、建設業にも進出。さらに地元
産のあご（トビウオ）を原料にし
た「あご入り鰹ふりだし」を開発
し、全国で販売展開中。鳥取県民
が選ぶ｢とっとり旨いもん100｣受
賞。東伯ガス産業㈱社長。

“アゴだし”開発秘話
～不思議なご縁の数々

演題

申し込みは不要 問い合わせ先
とっとり琴浦熱中小学校
Tel 0858-49-8003
e-mail：kotoura.necchu@gmail.com

参加は無料‼

★当日は抗原検査を実施しますので、ご協力をお願いいたします。

くろささやすし たねこしんじ
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マイナンバーカード交付申請受付に係る窓口時間の延長について

町民生活課

１ 目的

マイナンバーカード交付率向上のため、仕事・学校などで平日来庁が困難な

町民に対し、平日の窓口時間を延長するとともに、日曜日に開庁し、マイナン

バーカードの交付申請受付を行う。

２ 実施期間・時間

・９月の毎週木曜日 計５回 １７時１５分～１９時

・９月４日、１８日、２５日の日曜日 １０時～１５時

３ 現在の取り組み状況

・企業訪問（ポスター、啓発チラシ配布）

・全世帯及びこども園、小中学校保護者へ啓発チラシ配布

・町報、ホームページ、行政放送で取得推進を啓発

・アプトでの出張申請受付を実施

８月１８日（木）１０時～１２時 ２７件

１９日（金）１５時～１７時 ２５件

２０日（土）１０時～１５時 ５７件

２１日（日）１０時～１５時 １１０件 合計２１９件

（参考）申請・交付実績

４ 今後の取り組みについて

・未取得者に対し、企業、各地区公民館と連携を図り、出張申請受付を

行う。

・１０月、１１月の毎週木曜日、窓口時間を延長する。

（９月末までの申請増加に伴い、マイナンバーカードの交付件数も増

加するため。）

申請件数 交付件数 累計交付件数（交付率）

３月 １２７件 １２７件 ７，４４８件（４３．７４％）

４月 １３２件 １０２件 ７，５５０件（４４．３４％）

５月 ９４件 １０２件 ７，６５２件（４４．９４％）

６月 ８５件 ８５件 ７，７３７件（４５．４４％）

７月 ２１５件 ９４件 ７，８３１件（４５．９９％）
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広域観光の進捗状況等について

商工観光課

広域観光事業の一環として計画している、農家民泊、太平記ウォ－ク、３町グル

メキャンペーンの進捗状況等について報告するもの。

１ 【田舎に泊まろう！（農泊）】

船上山トレッキングと「たつこの掌」農家民泊モニターツアーについて

（１）概要

農家や古民家、住宅に泊まって観光や体験、交流を楽しめる｢農泊｣を大

山山麓・日野川流域観光推進協議会と連携し、事業推進を図る。

今年度は、南部町、日南町、日野町と連携し、コロナ後の観光振興を図る

ために、歴史・文化の船上山トレッキングや茅葺き屋根が特徴の金平邸で

モニターツアーを行い、農泊の魅力発信を行う。

（２）日時・場所等

９月３日（土） 「たつこの掌」農家民泊体験

９月４日（日） 船上山トレッキング

（３）参加予定者 ６人

（４）内容 ・調理体験、農泊体験

・船上山歴史ガイド付きトレッキング

２ 太平記ウォ－クの実施について

（１）概要

大山町、琴浦町には、後醍醐天皇や天皇を助けて戦った名和氏一族ゆか

りの史跡が数多く点在している。これらの地を巡り、郷土の歴史や自然、

食等を体験できるウォーキング大会を開催する。併せて動画作成、配信に

より歴史愛好家等へのアピールを行うことで、当地の歴史資源の認知度向

上を目指す。

（２）日時 ９月１４日（水）

（３）場所 大山町御来屋～琴浦町船上山

（４）参加予定者数 ３０人

（５）内容 ・天皇を助け戦った名和氏一族ゆかりの

地を巡る

・東坂登山道を登り、西坂登山道を下山

３ ３町グルメキャンペーンについて

別紙チラシ

▲過去の実施時の様子

▲昨年の豆腐作りの様子
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プレミアム付「地元商店応援券」の販売結果ついて

商工観光課

１ 目的

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける地元商店を支援するため、プレミア

ム付きで応援券を販売することにより、売上回復及び地域経済の活性化を図る。

２ 概要

（１）発行総額 1億４,０００万円（２０，０００冊発行）

（２）プレミアム率 ４０％（7,000 円分を１冊 5,000 円で販売）

３ 販売状況

（１） 第１回販売要件

（ア）対象者 町内在住者

（イ）申込上限 １人５冊まで

（ウ）申込期間 ７月１１日（月）～７月１８日（月・祝）

（エ）引換期間 ８月 １日（月）～８月 ７日（日）

（オ）結果

（２） 第２回販売要件

（ア）対象者 住所要件の制約なし

（イ）申込上限 １人５冊まで

（第１回に５冊まで申込みされていない方も申込み可）

（ウ）申込期間 ７月２８日（木）～８月 ８日（月）

（エ）引換期間 ８月２５日（木）～８月３１日（水）

（オ）結果

（３）合計申込冊数

２０，９４０冊（９４０冊 超過）

４ 今後の予定

より多くの方に地元商店を利用していただけるよう、抽選からもれた方を対象

に応援券の追加発行経費を９月議会に上程予定（経費 2,280 千円）

応募数 申込人数 購入数

１，４４１枚 ３，３３７人 １５，９２９冊

応募数 申込人数 購入数

５３１枚 １，０７５人 ５，０１１冊
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中学校各種大会結果について

教育総務課

１ 全中相撲選手権大会で優勝

8 月 20 日、21 日に北海道で開催された全

国中学校相撲選手権大会で、東伯中学校の

西村和真さんが個人戦で優勝しました。

鳥取県からは15年ぶり2人目中学横綱と

なりました。

２ 中国大会で健闘

8 月に中国地方各地で開催された中国大

会に下記の競技に東伯中学校及び赤碕中学

校の生徒 18 人が出場しました。

相撲（8月 4日 山口県下関市）

団体戦：優勝（2年連続）

個人戦：優勝、3位、4位

卓球（8月 7日 島根県出雲市）

個人戦

陸上競技（8月 8日、9日 鳥取市)

柔道（8月 7日 島根県浜田市）

女子 57 キロ級 ベスト８

水泳（8月 4日、5日 広島県広島市）

女子 100m 平泳ぎ 5位

ほか３種目

＊中国大会、全国大会への生徒派遣補助金として 1,122,585 円を助成しました。

３ 鳥取県吹奏楽コンクール

（7月 29 日～31 日・倉吉市）

東伯中学校 金賞・会長賞（中学校Ｂ部門）

1年女子 100m 7位
1 年男子 1500m 7位
2 年男子 1500m 8位
男子 3000ｍ 8位
ほか 6種目
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